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本日の概要 
2 
某電子ジャーナルwebページの
キャプチャ 
学術論文＝高い 
オープンなものも
増えてきた！ 
4 
5 
6 
市民も論文を 
利用する世界 
7 
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
Google 
Wikipedia 
Webページ Webページ Webページ 
Wikipediaが 
重要な役割 
英語版と日本語版の比較 
9 
• 英語版記事数：   約400万 
• 英語版PubMed引用数： 約16万 
• 日本語版記事数：      約80万 
• 日本語版PubMed引用数：9,568 
引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 
３分の１ 
英語版と日本語版の比較 
10 
• 英語版記事数：   約400万 
• 英語版PubMed引用数： 約16万 
• 日本語版記事数：      約80万 
• 日本語版PubMed引用数：9,568 
引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 
３分の１ 
まだまだ 
少ない！ 
図書館業界：コンテンツを増やす！ 
11 
図書館業界：コンテンツを増やす！ 
もっと 
引用して！ 
12 
自己紹介 
13 
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』
図書館情報学とは？ 
15 
最大多数の人に 
最良の情報を 
最小のコストで 
届けることを目的とする 
オープンアクセス 
16 
• 学術情報の自由な流通の実現 
• 学術論文をもっと自由に使いたい 
• そうするとどんな影響がありうるか？ 
 
＋学生のWikipedia利用についても 
前提： 
論文は高い／ 
手に入れにくい 
17 
Natureのキャプチャ 
18 
Natureのキャプチャ 
１冊 9,000円 
19 
Natureのキャプチャ 
20 
論文＝高い 
22 
所蔵図書館：７ 
23 
論文：手に入れ難い 
24 
自由に使える 
学術論文の増加 
25 
PLoS ONEの画像
＋公開論文数 22,000本／年 
合計：50,801本 
PMCの画像＋公
開論文数 
約260万本 
arXivの画像＋公
開論文数 
約82万本 
CiNii Articlesの画
像＋公開論文数 
約370万本 
機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公
開論文数 
100万本以上 
機関リポジトリ 
自由に使える論文の増加 
31 
• 今後もさらに増えていくと予想： 
• PLoS ONEの論文数の伸びとフォロワー 
• PMC公開義務の強化 
• 機関リポジトリの増加 
• 学位論文のインターネット公開制度 
機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公
開論文数 
自由に使える論文が 
増えている／ 
増えていく！ 
32 
機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公
開論文数 
自由に使える論文が 
増えている／ 
増えていく！ 
研究者以外の 
市民も 
これらの論文を利用 
33 
従来の学術情報流通 
34 
• 専門家（研究者）同士の情報共有 
• 専門家以外に伝えるには仲介が必要？ 
–説明の追加 
–噛み砕いた説明 
• ある面では正しい 
でも 
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ネット人口：億単位 
1/100万人が読めれば… 
億 
38 
億 
39 
億 1/100万 
40 
億 1/100万 
100人 
41 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
役に立つ 役に立たない 
55% 
441人 
45% 
359人 
市民による学術論文の利用 
Q. OA論文が読めることが、あなた自身の生活の 
  役に立つと思いますか？ 
佐藤、数間、逸村（2011）より 
筑波大リポジトリの 
アクセス元 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
大学 企業 個人宅等 
29% 16% 55% 
Yahoo! 知恵袋で 
Wikipediaで 
広がる学術情報利用 
Wikipediaのトップ
ページの画像 
Wikipediaと 
市民の 
学術情報利用 
47 
学術情報利用とWikipedia 
48 
• 福原 (2013) 
• 学生を対象に、専門情報を用いる探索
実験を実施 
• 最初に使われるもの・・・マスメディア、公
的機関、学術論文、Wikipedia 
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
Google 
Wikipedia 
Webページ Webページ Webページ 
安蒜ほか 
（2009）より 
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
Google 
Wikipedia 
Webページ Webページ Webページ 
安蒜ほか 
（2009）より 
実際のところ論文は 
どのくらい 
引用されているの？ 
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Wikipediaにおける論文引用 
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• Evans & Krauthammer (2011) 
• WikipediaからPubMedへの引用を分析 
• 対象：約720万ページ 
• PubMed論文の引用： 161,155回 
Wikipedia日本語版の場合 
52 
• 佐藤・逸村（2011） 
• 京都大学のリポジトリを対象に調査 
• 日本語版からの引用は約100件 
• 網羅的な調査ではない 
Wikipedia日本語版の場合 
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• 佐藤・逸村（2011） 
• 京都大学のリポジトリを対象に調査 
• 日本語版からの引用は約100件 
• 網羅的な調査ではない 
やってみた 
分析内容 
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• Wikipedia日本語版はどれくらい論文を
引用しているのか？ 
• どんな論文を引用しているのか？ 
• どんなカテゴリ／記事で引用が多いの
か？ 
分析対象 
55 
• Wikipedia日本語版（2012.12.10時点） 
• 外部リンク、ページ、カテゴリデータをダウン
ロード 
• PubMed、CiNii、機関リポジトリ（海外1,716+
日本212=1928件）へのリンクを抽出 
分析対象数 
56 
•総ページ数：  2,288,193 
•総外部リンク数：3,088,955 
学術論文への引用数 
57 
• PubMed：    9,568 
• CiNii：     4,390 
•機関リポジトリ：  3,459 
• うち日本のリポジトリ： 2,408 
引用数の 
多い記事 
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記事名 引用数 
抗酸化物質 208 
リーリン 124 
ベンゾジアゼピン離脱症候群 102 
免疫 101 
ポリアデニル化 65 
アデノ随伴ウイルス 63 
ビタミンD 57 
エキソソーム複合体 54 
片頭痛 54 
エピジェネティクス 52 
PubMedへの引用の多い記事 
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記事名 リンク数 
ナチス・ドイツの経済 43 
金子譲 34 
福島第一原子力発電所 29 
抗酸化物質 27 
浜岡原子力発電所 21 
外来種 21 
パリ講和会議 20 
阮籍 19 
福島第一原子力発電所1号機の建設 19 
皇居の生物相 18 
CiNiiへの引用の多い記事 
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CiNiiへの引用の多い記事 
記事名 リンク数 
ナチズム 26 
ナチ党の権力掌握 26 
強制的同一化 26 
ナチス・ドイツ 24 
歴史学 15 
宝永地震 13 
哲学の論文誌の一覧 11 
剣道 9 
安政南海地震 9 
安政東海地震 9 
機関リポジトリへの 
引用の多い記事（日本限定） 
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引用数の 
多いカテゴリ 
67 
記事名 リンク数 
タンパク質 580 
抗酸化物質 272 
ベンゾジアゼピン系 247 
生体物質 239 
生理学 237 
分子生物学 236 
化成品 208 
向精神薬の副作用 171 
フェノール 152 
アミン 129 
PubMedへの 
引用の多いカテゴリ 
記事名 リンク数 
存命人物 224 
ナチス・ドイツ 97 
東京大学の教員 75 
日本の歯学者 73 
日本の歯科医師 64 
日本の原子力史 64 
東京都出身の人物 59 
日本の法学者 54 
経済史 52 
日本の外来種 48 
CiNiiへの 
引用の多いカテゴリ 
記事名 リンク数 
ナチス・ドイツ 97 
存命人物 90 
日本の地震 86 
大地震 69 
江戸時代の災害 52 
ナチズム 32 
ナショナリズム 31 
日本の実業家 31 
東京都出身の人物 28 
コーポラティズム 27 
全体主義 27 
機関リポジトリへの 
引用の多いカテゴリ（日本限定） 
記事名 リンク数 
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日本の地震 86 
大地震 69 
江戸時代の災害 52 
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東京都出身の人物 28 
コーポラティズム 27 
全体主義 27 
機関リポジトリへの 
リンクの多いカテゴリ（日本限定） 
分析結果のまとめ 
72 
• Wikipedia日本語版も論文を引用 
• CiNiiや機関リポジトリも良く使われる 
• 地震・原発など興味の集まる記事 
• テーマにはやや偏りも？ 
分析結果のまとめ 
73 
• Wikipedia日本語版も学術文献を引用 
• CiNiiや機関リポジトリも良く使われる 
• 地震・原発など興味の集まる記事 
• テーマにはやや偏りも？ 
引用されてた！ 
良かった！ 
・・・で ・・・ 
英語版と日本語版の比較 
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• 英語版記事数：    約400万 
• 英語版PubMed引用数： 約16万 
• 日本語版記事数：      約80万 
• 日本語版PubMed引用数：9,568 
英語版と日本語版の比較 
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• 英語版記事数：   約400万 
• 英語版PubMed引用数： 約16万 
• 日本語版記事数：      約80万 
• 日本語版PubMed引用数：9,568 
引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 
３分の１ 
英語版と日本語版の比較 
76 
• 英語版記事数：   約400万 
• 英語版PubMed引用数： 約16万 
• 日本語版記事数：      約80万 
• 日本語版PubMed引用数：9,568 
リンク数／記事数で 
日本語版は英語版の 
３分の１ 
Wikipedia自体の 
信頼性にも 
悪影響？ 
引用とWikipediaへの信頼(1) 
77 
• Casebourne et al. (2012) 
• Wikipediaは他のオンライン百科
事典より優れていると評価 
•引用文献の充実が評価される 
引用とWikipediaへの信頼(2) 
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• Lim (2009) 
• アメリカの大学生はWikipediaの内
容を比較的信頼 
• Wikipediaから外部へのリンクを信
頼している 
引用とWikipediaへの信頼(3) 
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• 大平(2013) 
• 日本の学生はアメリカの大学生に
比べWikipediaを信頼していない 
• 外部リンクへの評価に顕著な差 
引用とWikipediaへの信頼(3) 
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• 大平(2013) 
• 日本の学生はアメリカの大学生に
比べWikipediaを信頼していない 
• 外部リンクへの評価に顕著な差 
信頼のおける引用の 
少なさが 
Wikipedia自体の評価に 
影響！！ 
引用とWikipediaへの信頼(3) 
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• 大平(2013) 
• 日本の学生はアメリカの大学生に
比べWikipediaを信頼していない 
• 外部リンクへの評価に顕著な差 
信頼のおける引用の 
少なさが 
Wikipedia自体の評価に 
影響！！ 
 
でもそれって・・・ 
Wikipedia編集者 
だけの問題？？ 
82 
まだまだ 
足りない！！ 
83 
機関リポジトリ収録状況 
84 
• リポジトリ収録率は0.9% 
•日本の学協会誌のリポジトリ収録は僅か 
 清水ほか（2012）より 
986,921本 
99.1%  
8,518本 
0.9%  
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
未収録 収録 
オンライン公開状況 
2000-2012年に出版された学協会誌掲載論文（CiNii
収録のもの）のオンラインでの利用可能性 
佐藤による分析より（発表準備中） 
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33% 
オンライン公開状況 
2000-2012年に出版された学協会誌掲載論文（CiNii
収録のもの）のオンラインでの利用可能性 
佐藤による分析より（発表準備中） 
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
利用できる 利用できない 
33% Webで使える 
論文はまだ少ない 
これからのこと 
87 
図書館業界：コンテンツを増やす！ 
88 
図書館業界：コンテンツを増やす！ 
もっと 
引用して！ 
89 
広がる学術情報利用 
90 
広がる学術情報利用 
min2fly@gmail.com 
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